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ＵＲ都市機構（本社：横浜市中区／理事長：中島 正弘）と東京メトロ（本社：東京都台東区／代表取締役社長：山村 明義）は、

2020年夏前の開業を目指し、2016年２月から設置工事を進めている東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒルズ駅」について、2020年６

月６日（土）に開業することを決定しました。 

「虎ノ門ヒルズ駅」は、日比谷線霞ケ関～神谷町駅間、国道１号と環状第２号線の交差点付近に位置し、1964年に日比谷線が

全線開業して以来、約56年ぶりに新たな駅として誕生するものです。相対式２面ホームで、各ホームに出入口（地上行き）を１

箇所設置するほか、中目黒方面行きホームにつながる地下歩行者通路により、周辺再開発ビルやバスターミナルに接続するとと

もに、銀座線虎ノ門駅との乗換えも可能になることで、交通結節機能の強化が図られます。 

今回の開業は2020年夏に開催される国際的なスポーツ大会に向けて開業するもので、引き続き最終完成を目指し、ＵＲ都市機

構が事業主体、東京メトロが設計・工事受託者の役割分担のもと、関係機関及び周辺再開発事業との連携・調整を図りながら、

整備を進めてまいります。最終完成時は、地下２階で隣接する再開発事業で整備される駅広場とつながり、地上と地下をスムー

ズに行き来できる「まちと一体となった新たな駅」を目指してまいります。 

「虎ノ門ヒルズ駅」に関する詳細は、別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

開業時北千住方面行きホームイメージ 

虎ノ門ヒルズ駅サインイメージ 

日 比 谷 線 に 虎ノ門ヒルズ 駅 が 誕 生 し ま す！ 

 
 

2020年６月６日（土）開業 



＜虎ノ門ヒルズ駅 概要＞ 

１ 駅構内立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       注）相対式２面ホーム構造。ホーム間の連絡通路は、開業以降Ｂ２Ｆに整備予定 

        

２ 主な旅客設備 

 

項    目 規    模 

駅
務
機
器
等 

ホームドア 整備 

きっぷ売場 ３箇所 

自動改札機 19台（10通路） 

自動精算機 ３台 

券売機 ６台 

出
入
口 

ご
案
内 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ３台 

旅客案内表示器 ４台 

出入口 ２箇所 

バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
備 

エレベーター 地上出入口行：２基 

その他、以下を設置 

・多機能トイレ、視覚障害者用誘導ブロック、 

 点字案内板（運賃表、触知図式案内図、階段手摺プレート） 

そ
の
他 

・集中監視制御装置（放送装置・自動火災報知機・機器標示操作盤） 

・排煙設備、消火栓、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ、止水板、非常用電源 

・防犯カメラ 

駅ナンバリング Ｈ06 

乗  換  駅 銀座線虎ノ門駅 

 

別 紙   



３ 所在地 

 東京都港区虎ノ門一丁目 

※霞ケ関駅から約 800ｍ、神谷町から約 500ｍに位置します。 

※開業時点で銀座線虎ノ門駅との乗換駅となります。 

（乗換距離は約 435ｍ、徒歩約７分・最終完成時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜日比谷線ナンバリングの変更＞ 

 「虎ノ門ヒルズ駅」の開業に伴い、当駅から北千住方面の駅ナンバリングを変更いたします。 

（旧） 

 

 

 

 

 

（新）

 
 

＜日比谷線ダイヤ改正について＞ 

2020年６月６日（土）から平日、土曜日・休日ダイヤにおいてダイヤ改正を実施いたします。 

なお、ダイヤ改正の詳細につきましては、別途ホームページ上でお知らせいたします。 

 

 



＜参考 最終完成について＞ 

 「虎ノ門ヒルズ駅」の最終完成は、地下２階のコンコースと両側に隣接する再開発事業で整備される駅広場と一体となり、より

快適で利用しやすい駅となる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終完成時イメージパース 

 


